
平成28年度
JOCエリートアカデミー 入校式

４月２日（日）「平成２８年度第９期生入校式」を味の素ナショナ

ルトレーニングセンターで行いました。

今年度は卓球、レスリング、水泳（飛込）、ライフル射撃の４競

技の５名が９期生として入校し、来賓や競技団体、ＪＯＣ関係者、

エリートアカデミー保護者、在校生らに見守られ、新生活への一

歩を踏み出しました。

平岡ＪＯＣ専務理事が主催者代表としてあいさつし、その中で

「エリートアカデミーの理念は、『オリンピックで活躍し、社会の発

展にも貢献できるアスリートを育てる』ことであり、感謝の気持ちを

忘れずに、人間力を高め、他競技の皆さんとの情報共有、情報

交換など、競技間連携を大いに活用しながら、どんな環境にも

耐えられる競技者となるよう期待しております。」と入校する９期生

にメッセージを送りました。

来賓からの祝辞に続いて、今年度のキャプテンを務める梅林

太郎君（レスリング：帝京高校３年）が「みんな仲間です。困ったこ

とがあれば相談してください。感謝の気持ちを忘れずに一緒に

頑張っていきましょう」と在校生を代表して力強い歓迎の言葉を

伝えました。

それを受けて、新入生５人はひとりひとり壇上で決意表明を行

い、新生活への抱負を述べました。
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全体保護者会の第1部では保護者とアカデミー生、そしてエ

リートアカデミースタッフなど約９０名を対象としてＳＮＳ（ソーシャ

ル・ネットワーク・サービス）についての理解を深めるために「選手

とソーシャルメディア」と題した講演会を開催しました。講師は、

長年に渡り研修講師としてプロスポーツ選手を対象にソーシャル

メディアがもたらす影響やリスク・効果的な活用法を伝える活動

を行なっている上田 大介氏にお願いしました。

講演では、トップアスリートであるという自覚を持ち、その中でＳ

ＮＳをどのように活用していくかということが中心にお話いただきま

した。参加者全員がスマートフォンなどを日常的に使っているこ

とから、ちょっとした不注意が大きな問題になることを改めて理解

することができました。

第２部では平成２８年度事業説明を行い、２５家族３７名の保護

者の方々に出席を頂きました。事業説明では①平成２７年度の

活動について、②平成２８年度の事業概要について、③教育プ

ログラムについて、④災害時の行動について、の４点を中心とし

て説明を行いました。

キャプテン 梅林 太朗より

今年度5名の新入生を迎え、総勢38名となりました。自分達

で過しやすい環境を作ること

が大切になります。「チーム」と

いう言葉をキーワードとし、助け

合い、励ましあい、夢と目標に

向かってがんばります。

また、オリンピックイヤーとい

うことで、代表選手を身近に感

じることができることは貴重な

ことなので4年後の東京オリン

ピックへ向けて目標にしたいと

思います。私がアカデミーに居

られるのもあと1年です。やり残

すことのない様に、悔いのない1年にしたいです。

【９期生】（写真左より）

・鏡 優翔 （かがみ ゆうか）
【レスリング/栃木県出身/北区立稲付中学校３年】

・佐藤 匡記 （さとう まさき）
【レスリング/神奈川県出身/北区立稲付中学校３年】

・張本 智和 （はりもと ともかず）
【卓 球/宮城県出身/北区立稲付中学校１年】

・山田 周汰 （やまだ しゅうた）
【水泳・飛込/静岡県出身/帝京高等学校１年】

・井浦 一希 （いうら いつき）
【ライフル射撃/福岡県出身/都立足立新田高等学校１年】

平成28年度 全体保護者会
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【レスリング】
■大会名：ジュニアクイーンズカップ
■参加者：須﨑、南條、鏡
■日 程：4/3
■会 場：駒沢体育館（東京）

■大会名：ＪＯＣジュニア選手権大会
■参加者：須﨑、南條、鏡

阿部、梅林、乙黒、佐藤
■日 程：4/23-24
■会 場：横浜文化体育館（神奈川）

【卓球】
■大会名：ポーランドオープン
■参加者：浜本、平野
■日 程：4/20-24
■会 場：ワルシャワ（ポーランド）

【フェンシング】
■大会名：ジュニア・カデ世界選手権
■参加者：吉田、江村、髙嶋、向江、脇田
■日 程：4/1-10
■会 場：ブルージュ（フランス）

■大会名：アジア選手権大会
■参加者：江村、髙嶋
■日 程：4/13-18
■会 場：無鍚市（中国）

【水泳/飛込】
■大会名：International Youth Diving ‘16
■参加者：伊藤
■日 程：4/21-24
■会 場：ドレスデン（ドイツ）

【ライフル射撃】
■大会名： ISSFジュニアカップズール大会
■参加者：上田、清水
■日 程：4/28～5/6
■会 場：ズール（ドイツ）

【主な大会予定】

ＪＯＣエリートアカデミーが目指すアスリートを育てることを目的として、教育プ

ログラムを実施してきました。今年度も、８年間のトライアルの経験をもとに「競技

力」「知的能力」「生活力」そしてその中核となる「考える力」を育てる内容で実施

します。

知識や技能の定着を目指し定期的・継続的に実施するプログラムと、アスリー

トとしての心構えやＪＯＣエリートアカデミーの一員としての意識を高めることを目

的として単発的に実施するプログラムに分けて構成しています。

内容は競技特性やアカデミー生一人ひとりの能力や個性、競技レベル等を配

慮したものとします。

平成27年度
JOCエリートアカデミー 主な大会成績
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【教育プログラム構成のイメージ】

平成28年度
教育プログラムについて

開催地 大　　会　　名 1位 2位 3位 4～8位 計

全日本選手権大会 2 4 2 5 13

全日本選抜選手権大会 1 0 1 2 4

JOCジュニアオリンピックカップ大会 13 4 2 6 25

国民体育大会 2 2 2 4 10

全国高等学校総合体育大会(同等の大会を含む) 10 4 3 2 19

全国高等学校選抜選手権大会 3 1 0 0 4

全国中学校選手権大会(同等の大会を含む) 2 1 3 2 8

全国中学校選抜選手権大会 1 0 0 0 1

上記以外の全日本選手権レベルの大会 1 0 0 3 4

世界選手権大会 0 1 0 0 1

世界カデット・ジュニア選手権大会 4 2 4 3 13

アジア選手権大会 0 2 2 0 4

アジアカデット・ジュニア選手権大会 6 2 8 9 25

ワールドカップ（ワールドサーキット） 1 1 0 3 5

ｼﾞｭﾆｱ・ﾜｰﾙﾄﾞｶｯﾌﾟ（ｼﾞｭﾆｱ・ﾜｰﾙﾄﾞｻｰｷｯﾄ） 24 24 35 25 108

計 70 48 62 64 244

【記載に当たっての留意点】

・エリートアカデミー以外に所属する選手と同じチーム（ペア）で出場したものについても記載。

　《例》日本チームとして他の選手と一緒に世界選手権に出場し金メダルを獲得した　⇒　１個として記載　

・団体戦やダブルスで獲得したメダルは、それぞれ1コとして記載する。

　《例》アカデミー生がペアを組んでダブルスで金メダルを獲得した　⇒　１個として記載　

・「全国高等学校総合体育大会と同等の大会」とは高校年代での全日本選手権に相当する大会

　《例》全日本卓球選手権大会（ジュニアの部）

・「全日本選手権レベルの大会」とは、大会規模や競技レベルが全日本選手権と同レベルの大会

海外

平成27年度　JOCエリートアカデミー　主な競技成績

国内
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